
生涯職業能力開発体系について

①「仕事の体系」を活用した訓練ニーズの明確化

②「訓練の体系」を活用した訓練カリキュラムの策定

～絶えず変化する訓練ニーズを踏まえるために～
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「仕事の体系」を活用した訓練
ニーズの明確化

①人材ニーズ調査に基づく訓練すべ
き仕事の内容

②仕事を行うための職業能力の内容

「訓練の体系」を活用した
訓練カリキュラム策定

・ 個別企業のニーズに応じて修正

・ 訓練結果に応じて見直し

①訓練対象者 ②訓練目標

③指導教科の内容・時間

④指導順序 ⑤作業課題の設定 等

人材ニーズ調査

１

生涯職業能力開発体系を活用した職業訓練の流れ

事業主・事業主団体等
からのヒアリング・
アンケート調査、
安定所等の求人データ等



２

職務分析の実施
分析結果を精査し、モデル
として整理
（全国レベルの事業主団体との

共同作業）

総合大学校・能力
開発研究センター

提案カリキュラム
を精査し、モデル
として整理

６０事業主団体と共に４１業種を整備済

カリキュラム
の改善提案

全国の能開施設

訓練指導員

中小企業の生産現場
総合大学校・能力
開発研究センター

生涯職業能力開発体系の内容は全国各地における職業訓練の実施結果を踏まえ

絶えず見直しが行われている。

職業能力体系作成

仕事の体系

訓練の体系

デ
｜
タ

デ
｜
タ

仕事の体系



生涯職業能力開発体系には数多くの職務分析の結果や訓練カリキュラムが蓄積されており、
これを使って効果的な職業訓練が実施されている。

３

仕事の体系
（仕事とそれに必要な職業能力）

（約1,000職務）

・ 企業の生産活動等に必要な職業能力を体系化
・ 全ての従業者数の概ね６割をカバー
・ 技術・技能の進歩により見直し

訓練の体系
（訓練ｶﾘｷｭﾗﾑﾓﾃﾞﾙ）

離職者訓練カリキュラム

訓練単位（18時間） 約2000

在職者訓練カリキュラム

・高度な訓練ｶﾘｷｭﾗﾑ 約 900コース
・基礎的な訓練ｶﾘｷｭﾗﾑ 約1250コース

学卒者訓練カリキュラム

高度技能者を養成する訓練科（2年間）10科

生涯職業能力開発体系

活用活用活用 地域の人材ニーズから訓練すべき
知識・技能を明確化

地域の人材ニーズから訓練すべき
知識・技能を明確化

活用活用活用

訓練すべき知識・技能に対応する
最適なカリキュラムを抽出

訓練すべき知識・技能に対応する
最適なカリキュラムを抽出

離職者訓練のうち施設内訓練では、
訓練単位（18時間）の組み合わせに

より効果的な訓練を実施

離職者訓練のうち施設内訓練では、
訓練単位（18時間）の組み合わせに

より効果的な訓練を実施

委託訓練においては、委託先に
カリキュラムモデルとして提示

委託訓練においては、委託先に
カリキュラムモデルとして提示

地域の訓練ニーズに応じ、カリキュラム
の一部を柔軟に入れ替えることが可能
→ 地域の訓練ニーズにより的確に対応

地域の訓練ニーズに応じ、カリキュラム
の一部を柔軟に入れ替えることが可能
→ 地域の訓練ニーズにより的確に対応



「仕事の体系」は職務に含まれる仕事や作業を階層的に整理したもの。

１
部門を構成
する職務

仕事のレベル
（難易度、専門性等）

一般機械器具製造業の表示一部

４

仕事に含ま
れる作業

職務を構成
する仕事

部門

職務

作業作業 作業作業作業作業

作業作業 作業作業作業作業

仕事

名称： 部門 職務 仕事 作業

仕事のレベルの考え方
Ｌ１：上司の指導監督下で行う仕

事
Ｌ２：いわゆる一人前の仕事
Ｌ３：職場の指導監督や運営管理

を行う仕事
Ｌ４：経営上や研究開発上の総合

的な判断を行う仕事

仕事の体系 - １



「仕事の体系」には、職務の最小単位である作業を遂行するのに必要な知識や技術・技能が整理されている。

一般機械器具製造業の表示一部

このデータは、労働者、離職者、
訓練受講者等が職業能力を評価する
場合にも活用

５

仕事 １

作業

仕事の体系 – ２



訓練コース名

機械系

電気・電子系

情報通信系

居住系

管理・事務系

訓練系

大分類

旋盤・フライス盤に
よる複合加工実践技術

フライス盤実践技術
（高精度穴加工編）

旋盤実践技術
（複雑形状加工編）

フライス盤実践技術
（異種材料加工編）

フライス加工の
高精度加工技術

フライス盤実践技術
（複雑形状加工編）

旋盤加工の高精度化
手法

フライス盤加工の
高精度化手法

製造業のための
トータル管理技術

レベル３ レベル４

レベル
４区分

ａ

６

機械加工

訓練系
中分類

成型加工

機械制御

生産システム

測定/検査/試験

機械保全

汎用機械

訓練系
小分類

放電・高エネ
ルギー加工

精密加工

切削工具

機械設計・製図

ＮＣ機械

1 ２

平面研削盤による
精密研削加工技術

訓練の体系 – １

訓練の体系には訓練カリキュラムがその目的に応じて引き出しやすいよう体系的に整理されている。



７

訓練の体系 – ２

訓練の体系は、離職者訓練、在職者訓練及び学卒者訓練の訓練カリキュラムから構成されており、
各訓練カリキュラムには訓練する教科の細目、内容、指導順序、時間等が表示されている。

分類番号

訓練分野 機械系 訓練コース

訓練対象者

訓練目標

教科の細目 訓練時間

(H)

１．組立図の検討 3.0

２．部品図の検討 6.0

　と変更案の検討

３．機械設備と加 6.0

　工工程

（３）部品図の簡略化の検討

製造業に従事する者で、機械加工の工程全体を判断して、精度向上、コス
ト削減を計る手法をディスカッション形式で習得する。

M111-111-4

製造業のためのトータル管理技術

機械加工に従事し、今後、管理的な役割を目指す者

（４）冶具･工具の必要性の検討

（４）機械加工の問題点と対策

（５）加工工程と加工部品素材の形状･寸法

（３）ロットサイズと加工工程

（１）機械設備の性能と能力の把握

（２）機械設備と加工要求精度・能率上の問題点

（５）加工における問題点と対策

（５）使用切削工具類の検討

内　　　　　　容

（１）部品形状･材質の問題点の検討

（２）寸法精度・幾何公差と装置仕様の整合性

（１）製作装置の仕様の把握

（２）組立図仕様の把握

（３）組み立て寸法･精度の検討

（４）構成部品の形状の評価

ａ

カリキュラムモデル例



「仕事の体系」を活用した訓練ニーズの把握と「訓練の体系」を活用したカリキュラムの作成手順

「仕事の体系」から訓練が必要な知識及び技能

・技術（訓練目標）を明らかにする。

→この場合は、赤枠で囲った2.被覆アーク溶接、

4.TIG溶接、2.シャーリングの技能・技術を習得す

ることが訓練目標となる。

それぞれの訓練目標に応じたカリキュラムを

「訓練の体系」から選び出す。

① ② ③

訓
練
コ
｜
ス
の
設
定

８

「訓練の体系」から選び出したカリキュラムを

組み合わせて１つのコースとする。
→この場合は、被覆アーク溶接、TIG溶接、
せん断という３つのカリキュラムを組み合わ
せて金属加工のコースを設定する。

④

訓
練
の
実
施


